平成19年度日本OP協会　総会議事録

開催日時　　　平成18年11月4日（土）　　午後６時

開催場所　　　広島県スポーツ会館　1階会議室

出席者数　　　39名（出席評議委員18名　委任状21名　）　　　　　　　

　　　　　　　　　

本総会は評議員総数４７名に対し出席者１８名委任状２１通で、過半数を超えており、規約１９条により総会の成立を報告された。

大会開催にあたり、議長は浅野会長の代理として占部副会長、議事録署名人に東日本を代表して、江の島ジュニア戸田和伸氏　西日本を代表してB＆G伊丹海洋クラブの西尾　隆氏、議事録作成者はOP協会事務局を選出し、審議に入った。

1. ルール計測委員会　事業報告　事業計画

　　　　　　　　　　　

荒川理事より資料にもとづき報告

質問―江の島ジュニア　戸田氏より

　１．副理事長辞任についての経緯説明

　２．１８年度第３回理事会議事録記載のセールNo発行権委任について、理事会後に関係者で話し合い本業務を白羊商会にて担当することは、その時の協会の運営上最適の処置であった事が確認されているが、協会として公式にその旨を発表をすべきではないか。

回答―国見理事長

　１について、１７年度全日本時に大会枠についての不備があり荒川理事より謝罪後、辞任の申し出があった為。

　２について、議事録の表現については、行き過ぎた部分が認められるので

　　お詫びをし、議事録の表現も訂正する。
意見として、修正なされた点、判明した点についてガラス張りで会員にわかるようにして貰いたい。---戸田

2. レース委員会　事業報告、事業計画

濱田理事より資料にもとづき報告

質問―江の島ジュニア　戸田氏より

　東日本時に帰着方法に従わなかった選手に対し、レースコミッティからぺナルティを告げられた選手がいたが、その後の裁定はどのようなったか？

回答―丸田理事

　結果的にはSIには帰着方法についての記載が無い為、ペナルティーを課すことはしなかった。
要望―横浜ジュニア　土井氏

　来年以降もリビエラで開催予定ならば、艇置き場と出艇の為の場所の検討をしてほしい

回答―国見理事長

　　現在リビエラ様と仮設スロープの設置について、検討中である。　

質問―江の島ジュニア　坂上氏

　　４年前に全日本検討委員会が存在したが、その活動、結果のついては

どのようになっているのか？

回答―濱田理事

　　現状では反映されていないが、アンケート等、実施して来年度の事業計

とする。

質問―名古屋ジュニア　玉山氏

　　６９条違反でワールド出場取り消しの選手について、選考会後の諸々のレースで対象となる成績を上げているので全日本の出場権利を
東日本で再度取得する必要があったのか。ディビジョン分けに不備は

なかったのか？

回答―国見理事長

　　ナショナルチームの選手であれば全日本の権利も自動的に取得するが、今

回は出場資格取り消しとなった為、全日本の出場資格も無くなり、その時点（８月８日）以降での大会枠がある東日本大会で取得する必要があった。

　　ディビジョン分けの優先順位は１．選考会の順位　２．大会枠　３．参

艇の北から順番。という事で該当選手の今回のケースは選考会順位によりディビジョン分けをした。

３．海外派遣委員会　事業報告、事業計画

　濱本理事より資料にもとづき報告

　アジア大会の記載が抜けているので追加報告

　質問―江ノ島ジュニア　坂上氏

　　今年度の強化事業はあったのか

　回答―濱本理事

　　諸事情により実施出来なかった。

　質問―江ノ島ジュニア　高橋氏

　　ワールドのコーチについて後藤氏はOP経験もなく、不適任ではないか。

　意見―茨城ジュニア　磯崎氏（ワールドチーム父兄）

　　後藤氏は人物的にも好感が持て適任だと思う。

　意見―占部副会長

OP経験の有無に関わらず、後藤氏はヨットには精通しており、人間性も評価出来る。OP経験だけが全てでは無い。

　意見―江ノ島ジュニア　熊川氏

　　小宮氏監督、高山氏コーチと考えていたところ、９月に濱本理事より後藤氏との連絡があった。強化練習も無く、面識も無いコーチが指導するのは不安を感じる。何故、後藤氏なのか。

　回答―濱本理事

　　　　本件は既に９月１６日の理事会で承認を得ている。

　　　その後、メールにて父兄に確認したところ、２名より承諾、１名無回答

　　　また、話し合いにより今回の結果となった。

４．育成委員会　事業報告　事業計画

　神谷理事より資料にもとづき報告

５．広報委員会　事業報告　事業計画

　河内理事より資料にもとづき報告

　意見―名古屋ジュニア　玉山氏

　　レースの年間スケジュールの発表が遅いので計画が難しい。もう少し迅速に対応してほしい。

　回答―河内理事

　　来年度は迅速に対応していく。

　意見―江ノ島ジュニア　坂上氏

　　協会ホームぺージでの個人名表示の取り扱いは気をつけてほしい。

　回答―国見理事長

　　了承する。江ノ島ジュニアのホームぺージにも同様の事が見当たるので

　　訂正してほしい。

　　江ノ島も了承する。

６．総務、財務委員会　事業報告　事業計画

　奥村理事より資料にもとづき報告

１から６までの事業は評議員拍手により承認された。

７．会計報告

　仲野理事より資料により報告

　質問―江ノ島ジュニア　戸田氏

　　占部副会長の交通費について詳細を知りたい。

　回答―仲野理事

　　閲覧しても構わないので、希望者には個別に対応する。

　質問―江ノ島ジュニア戸田氏

　　宿泊の理事会があるが、それは必要なのか？また、経費が掛かるのではないか？

　　年間で会費収入１８５万の内年間理事会開催費用（交通費他）が１４２万も掛かっているので上記副会長の費用の件と併せて疑問である。

　回答―国見理事長

　　年間で4回の理事会ですべてを決議する事は厳しく、特に年間の予定を組む2月の理事会は2日間の開催とし時間を割く事が望ましい。

　　経費に関しては、なるべく安価な宿を手配し開催地も全国から集まる理事の交通費の負担が少ない場所で開催している。

　　各理事の方から自腹の方、それぞれ工夫をして出来る限り安い費用で移動手段を考えている旨の説明、奥村理事より、部会によっては夜半まで話し合いが続いていることもあり宿泊も時として必要である旨の説明あり。

会計報告について拍手を持って承認された。

８．監事報告

　赤津監事より資料にもとづき報告

子供夢基金に関して、ＪＯＤＡと基金の会計処理方法が異なるため、ＪＯＤＡの本会計の中で処理することは無理であるため、二重帳簿を作成する必要性があり会計監査上、実態にあった詳細報告は困難である旨の発言があった。

この後、会場の時間切れとなり残りは次回継続総会に持ち越された。

議事録作成：　日本OP協会事務局

署名人：　    西尾　　隆

所属クラブ：　B & G伊丹海洋クラブ

承認日：　    平成19年1月25日

署名人：　    戸田　和伸

所属クラブ：　江ノ島ジュニアヨットクラブ

承認日：　    平成19年1月23日

